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生物-心理-社会モデル
Bio-Psycho-Social model

•生物＝脳を含む「からだ」身体、肉体、生理ともいう

•心理＝「こころ」精神ともいえる

•社会＝その人を取り巻く対人関係と環境



生物-心理-社会モデル
Bio-Psycho-Social model

生じている事態・状況を、生物的要因、
心理的要因、社会的要因の相互作用と
して認識する方法



精神医学モデルの変遷

•教条主義：生物主義、心理主義、社会主義

•折衷主義：生物－心理－社会モデル

•多元主義

•統合主義

N・ガミー、2010



N・ガミーによるBPSモデルの
歴史的検証（2010）

1940年頃 Frankl,V.E.

1946年 Romano, J. and Engel, G.L.

1952年 Grinker,R.R.

1977年 Engel,G.L.



Q1：精神科専門医資格取得の研修目的は？

A1：日本精神神経学会精神科専門医制度研修は、患者の人
権を尊重し、精神・身体・社会・倫理の各面を総合的に考慮
しつつ、精神医学および精神科医療の進歩に応じて、専門医
にふさわしい精神科医としての態度・技能・知識を有し、精
神科医療、精神保健の向上と社会福祉に貢献し、もって国民
が安心して受診できる医師の養成・育成を目的としています。

日本精神神経学会ホームページ
 精神科専門医研修手帳 Q&Aより



公衆衛生学・保健学の領域では･･･

•公衆衛生

•保健

•予防

•健康増進



ゴーティエらの構想（1943）

健康(health)とは単に病気にかからない状態を
指すのではなく、肉体的、精神的、道徳的に
健全な状態を意味する。国際連盟保健機関は、
清潔な居住環境の整備や栄養状態の改善など、
幅広い事業を通じて、健康の達成を追求して
きた。



WHOの結成と憲章における
「健康」の定義に結実（1948）

健康とは、病気でないとか、弱っていないという
ことではなく、肉体的にも、精神的にも、そして
社会的にも、すべてが満たされた状態(well-being)
にあることをいう。（日本WHO協会による訳）

・Well-beingには、幸福、福祉、福利などの訳語もある

・Social well-beingは良好な対人関係と生活環境を含む



小括：BPSモデルの成り立ち

•全人的な理解を目指す精神医学

•予防と健康増進を目指す公衆衛生学

•1940年代から医学に通底する概念に

•1980年頃から医学教育の中心概念に

•人、疾患、問題を捉えるための方法論

•目標から実践的な認識論・方法論に



社会福祉実践とBPSモデル

・慈善活動としてのChild Guidance 

Clinic（1917年、ボストン）における

医師、心理職、SWの配置

・精神生物学（Meyer, A.,1908)の影響

・我が国の児童相談のはじまり（1948年）

・ICFへの影響







ソーシャルワーカーの倫理綱領
（2020年6月2日改訂）

原理Ⅵ（全人的存在）

ソーシャルワーカーは、すべての人々を生物的、
心理的、社会的、文化的、スピリチュアルな側面
からなる全人的な存在として認識する。
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